






平成２５年度広島県緊急雇用対策基金事業
（子ども・若者自立支援事業）

[bookmark: _GoBack]事業成果報告別添資料その２


子どもたちと向き合うための２０のポイント








平成２６年９月


みんなが龍馬塾
【協力：田川ふれ愛義塾（特定非営利活動法人ＴＧＦ）】












【活動の目指すところ】
１−１　サードプレイスを目指す
· “サードプレイス（the Third Place）”は、家（第一の場）でも職場や学校（第二の場）でもない、第三の自分の居場所といわれます。オンとオフを切り替える場所であったり、またありのままの自分を取り戻す場所、いつでも気軽に行ける場所です。
· 困窮世帯の青少年の場合、家庭や学校で問題を抱えているケースが少なくありません。従って、こうした子どもたちには“安心できる”、“気楽な”、そしてさらには“楽しみな”居場所を提供することが先決だと考えられます。
· 課題・宿題・労働（TASK）ばかり押し付けても、本質的な問題の解決にはつながらないでしょう。子どもたちの主体意思が育たない限り、どんな支援も効果は半減するはずです。「基礎学習支援塾」や「労働体験・就労支援作業所」である前に、一人一人の心がのびのびとできる“居場所である”ことが肝要ではないでしょうか。

１−２　理念・目的不変型かつ目標・戦術可変型活動を目指す
· 活動の目的は子どもたちに「生きる力ややる気を養ってもらう」、「希望を見つけてもらう」、そして「幸せや感動を感じてもらう」ことだと考えています。
· そのために学習支援や就労支援は重要な活動となりますが、勉強ができるようになったから、働けるようになったからといって、必ずしも目的を達成できるとは言い切れないところがあります。環境の変化や子どもの状況に対応した柔軟で可変型の目標設定や取組み方が求められると思われます。

【子どもを知る・理解する】
１−３　自己肯定感や行動の状況を把握しその原因を推測する
· 子ども・若者支援は、「理解に始まり、理解に終わる」といってもいいのではないでしょうか。理解が深くなればなるほど、より納得のいく寄り添い方、向き合い方ができると思われます。
· そして、まず理解を試みるにあたって着目すべきは、「自己肯定感」や「発達」の状況、さらには「二次症状や二次障害」だと考えています。
· 次に示すのは、『子育ての樹』という図です。　子育ては、「自己肯定感を育くむことに尽きる」というポイントを発達障害や二次障害とからめて、わかりやすくお伝えしたいと考案した模式図です。
· 自己肯定感を育て、自己否定につながる二次症状・二次障害を回避させることを、できるだけわかりやすく説明するために「樹育て」を模して作成しました。
· この図からもわかるように、やはり一番肝要なのは「安心して根をはれる居場所づくり」なのです。そして一番安心できるところは、本来“第一の場所”家庭であるべきですが、残念ながらそうではないケースも少なくありません。安心できるサードプレイスは、そのためにも必要とされているのです。
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１−４　子どもは父母の不仲・離婚・再婚問題に揺れることを理解する
· 子どもや若者の精神的成長・健康は、自己肯定感の強さ如何にかかっていると言っても過言ではありません。そして子どもが自己肯定感の根を下ろすところは第一に“親、家庭”です。子育てにとって安心な家庭環境ほど重要なものはないのです。
· ところが現在の日本は婚姻３組中１組が離婚する“離婚社会”となっています（アメリカは２組に１組が離婚する社会）。そして女性の社会進出が叫ばれる中、離婚カップルの割合は今後も増加すると予想されています。
· それなのに、多くの子育て・教育機関ではこの問題に対して“打つ手や方策”を有していないように見受けられます。親の“不仲・離婚・再婚”に揺れる子ども達の心に対しどうケアしていけば良いのかをクローズアップして検討している事例もあまり見当たらないようです。
· 「子どもと親の関係」、そしてその向うに垣間見える「母と父の関係」を知ること（難しい場合は「感じる」でもいい）、理解することは、子ども・若者の支援にあたって非常に重要なポイントです。
· ちなみに私たちが本年度支援した２６名の子ども・若者のうち片親の子は１５名、両親の不仲が明らかな子は２名というように、およそ２／３の子が“親の問題”を抱えています。

１−５　大切な持ち物、大切にしていることを知る
· 支援するにあたって、子ども・若者たちが抱えている淋しさや夢を理解してあげることが大事ですが、大人には子どもの気持ちがなかなか見えてこない場合もあります。そうした時に、子どもの心の所在を知る（感じる）ための手がかりとなるのが、“大切にしている持ち物”や“言動におけるこだわり”です。
· 幼少期、自分がまだ幸せだと感じていた頃の写真や思い出のグッズを持ち歩いたり、見せたがったりする場合、その子の心は今厳しい状況にあるといえるでしょう。

１−６　低学力でも“低能力”ではないことを知る
· 近年、学力と親の収入は比例すると言われています。経済的困窮世帯の子どもには厳しい時代と言わざるを得ません。残念ながら学校の学業成績は上がらず、“低学力”と見なされる子も少なくありません。
· しかし学業成績が芳しくないからといって決して“低能力”ではないということを意識しておくべきです。
· 他人の心（とりわけ辛いことなど）を理解することに優れていたり、会話や対人コミュニケーションのセンスがあったり、仲間づくりが上手かったり、身体を動かす能力が高かったりと、様々な能力を子どもたちは持っているのです。
· 支援者は、子どもたちが“光るところ”を十分理解して評価すべきだと思われます。評価していること、認めていることが子どもに伝わると、子どももより心を開いてくれるようになるはずです。
· 苦手だと思われるところに関しては、その原因を探ってみることが重要です。もちろん生まれながらの個性や能力差はあるでしょうが、“環境”が原因になっていると考えられるケースも少なくないからです。

１−７　「ダブルリミティッド」に留意する
· ダブルリミテッドとは、ダブルリミテッド・バイリンガル、二言語環境にいながら、第１言語（母語）も第２言語も年齢レベルに達していない状態をいいます。高度な学習の読み書きや認知面に問題を抱える場合が少なくないようです。私たちが支援する子どもたちにも、中国から来た子どもたちがいて、程度の差はあれ、この問題を抱えているようです。
· 今のところ、言語教育関係者ではない私たちにできることは、「そのハンディを理解（想像）しながら、素のままの“水平目線”で向き合い、その子の良いところ、優れたところを認める」しかありません。

１−８　趣味を否定しない、趣味に付き合う
· 今やゲームをしない子どもは希有な存在です。ゲームの他にも巷にはコミックやアニメ、ＡＫＢなど、子どもが夢中になるものが溢れています。
· 支援者（大人）の目には“どこが魅力なんだろう”と疑問に映るケースも少なくありませんが、大事なことは、これら子どもたちの“趣味”を否定しないことです。彼等にとって、趣味を否定されることが人格を否定されるように感じることがあるからです。
· だからといって、子どもたちの趣味に迎合し過ぎることはありませんが、多少“趣味につき合う”程度のセンスは持つべきかもしれません。彼等にとって、趣味につき合ってくれる大人は、“自分のことをわかってくれる大人、認めてくれる大人”であることが多いようです。
· ただし、ゲームの危険性（ゲーム脳や中毒症状のことなど）についてははっきりと伝えておくべきです。「全てを否定はしないが賛同・評価できることではない。あなたのことが心配だ。」という思いを伝えることが重要です。

１−９　大人も“LINE”に参加して目を光らせる
· ゲームと同様に危険性を孕んでいるのがＳＮＳです。中でもLINEを利用する子どもたちが多いようです。LINEは子どもたちに“便利さ”、“手軽さ”、“出会い”をもたらすのですが、一方で“身を滅ぼしかねない危険”にもつながる道であることを忠告しておかなければなりません。
· 平成２５年、広島県内の灰ヶ峰で少年達が起こした殺人事件も、LINEによる結びつきが原因のひとつになったといえます。事実、私たちが支援する子どもたちの中にも、この灰ヶ峰事件におけるLINE上でのやりとりに関わりを持っていた（いわゆる遠巻きの傍観者としてですが）子どもがいたことはショッキングな事実でした。
· だからといって、いまこの世からLINEなどSNSをなくすことなど到底不可能です。
· 嫌って離れるよりは、大人たちもLINEに参加して、その中で子どもたちとの連絡手段として、或いは子どもたちの様子をうかがう手段として活用するべきではないでしょうか。とりわけ淋しさを抱える子どもはLINE上で頻繁に“発信”をしているケースが目立つようです。

【子どもに対して向き合う姿勢】
１−１０　先ずは存在そのものを肯定し水平目線で向き合う
· 子どもは大人の目線に敏感です。とりわけ学校というヒエラルキー社会の中で下層部と目されることの多い“できない子”は、“上から目線”の大人に信頼をおくことはないでしょう。
· 人は、その存在において平等です。そして世界には多様な人々が存在します。相手の存在そのものを肯定して水平目線で向き合うことができる人こそ、子どもたちの支援者に適しているといえるでしょう。

１−１１　良いところや優れたところは褒め、不誠実なところや悪いところは指摘する
· 存在を肯定するからといって、子どものすべてを肯定するわけではありません。良いところは良いと褒め、悪いことは悪いと指摘することが重要です。
· その際、能力や結果を褒めるだけでなく、姿勢や心根、考え方を評価することが肝要だと思われます。

１−１２　無気力による“積み木崩し”には気長に向き合う
· 長い間、不遇な境遇にいた子どもの中には、「立ち直ろうとはしても、なかなか立ち上がるためのエネルギーが湧いてこない」子も少なくありません。自己肯定感が強い場合にはこうなりにくいのでしょうが、心が傷んだ子どもには“頑張ることが大変”なのです。
· 支援者側が親身になって手助けしようとしても、まるで“積み木崩し”のように支援者達をがっかりさせる行為を重ねてしまう子もいます。
· 子どもが立ち直りのきっかけをつかむまで、諦めず気長に向き合う覚悟が必要です。

１−１３　子どもとの約束は反古にしない
· 水平目線で子どもと向き合うならば、約束を反古にしないのは当然のことです。反古にしなければならなくなるような約束はしないことですし、約束した場合には守らなければなりません。
· ただし、時間などの都合が変わることもありますから、予定が変わる場合には、早めに告げるべきです。
· 大人は子どもに対して“ホウレンソウ（報告・相談・連絡）”を求めますが、大人も子どもに対して誠実にホウレンソウを実行するべきでしょう。

１−１４　子どもに“異性関係”を期待させない
· 支援者の年齢と子どもの年齢が比較的近いケースで、異性の子どもの支援にあたるときは、子どもに“支援者との異性関係”を期待させないことが肝要です。
· 私たちの活動でも、支援者に恋愛感情を抱くようになった子どもがいました。その支援者は“配偶者を活動の場に連れてきて子どもに紹介する”ことで、その問題をソフトに解決しましたが、この種の問題には非常にデリケートな対応が求められます。
· 支援者の能力が高い場合は「子どもの恋愛感情をそのままに保たせながら（遠ざけもせず、また現状より近づけもせず、恋愛成就という“目の前のニンジン”を意識させながら）、子どもの生活・学習面での努力を促す」という前向きかつ高等なテクニックも考えられますが、普通の方にはお勧めできません。

【向き合う上での工夫：環境】
１−１５　タイプの異なる“背中”を持つ大人たちが複数人で向き合う
· どんな優秀な子育て支援者でも、すべての子どもに対して素晴らしい支援ができるものではありません。子育て支援の場では、タイプの異なる大人が複数存在することが不可欠です。
· 私たちの活動でも、「寄り添い力が抜群で、話のわかる頼れる兄貴」、「どんなに困った時にもなんとかして受け止めようとしてくれるお母さん」、「いつも柔らかく見守ってはいるが悪いことをするとカミナリを落とすお父さん」、「昔はワルだったけど今は輝いて見えるおじさん」、「ワルさをしても、そっと後始末を手伝ってくれるおばちゃん」、「ジョークの応酬ができる仲間のようなお姉さん」、「いっぱい褒めてくれるおばあちゃん」というように、タイプの異なる複数の背中で子どもたちに接しています。

１−１６　子どもとの関係性を育むために「食」を活用する
· 一緒に食事をすると会話が弾みます。ゆえに地域福祉やコミュニティづくりなどの現場では「会食会」という活動が重視されています。家庭においても食は団らんの場に不可欠なものです。
· ところが、私たちが支援する子どもたちの中には「家庭で親や兄弟と一緒に食事する」という当たり前の環境を持たない子が少なくありません。「家には食べる物が何にも置いていない」とか「家族でご飯を食べることはほとんどない」と言う子が半数近くいるのです。
· サードプレイスを標榜する私たちの居場所では、食事をつくってみんなが居る場所で食べることを大切にしています。孤食にならないように、食と会話がともに在る場を目指します。
· 子どもたちと食事をともにする時、彼らの口から“本音”が吐露されるケースが少なくないことに気がつきました。

【向き合う上での工夫：行動】
１−１７　子どもたちに関心を持ち、声をかける、質問する
· 「自分に関心を持ってもらえるのは嬉しい」ことです。そのことに子ども、大人の差は無いはずです。
· 「あなたのことに常に関心を持っているよ」というサインを出していくことが大事です。声をかけたり、質問したり、また時には学校行事（学園祭）やアルバイト先など彼らの“現場”を訪れることをお勧めします。

【向き合う上での工夫：未知の世界への誘い】
１−１８　子どもの前で大人達が真剣な話をすること
· 「客家（はっか）の子育て」は有名な話です。
· 客家は中国漢民族の一集団で、華僑（在外華人）の三分の一を占める民族といわれています。この民族は歴史的な著名人等、優秀な人材を多数輩出していると言われますが、その特徴的な子育て・教育方法でも有名です。大人達が真剣な話し合いや議論をしている場に子どもを同席させるというものです。
· 私たちの活動においても、この“客家”流の考え方が有効だという手応えを感じています。
· 大人の話題に入ってくる子どもに対しては、大人の意見を真剣に語ります。質問には真摯に答えます。それが正しい答え、正しい考え方かどうかはわかりませんが、大人が真剣に語り答えることで、子どもも真剣に考えてみようと思うようです。こうしたやりとりが子どもの価値観を拡げることにもなると感じています。
· 私たちの塾では最近「愛するってどういうことなんだ？」、「自分にとって何が幸せなんだ？」というような議論が展開されるようになりました。その議論に主体的に参加している子どもたちの姿を見るとき、彼らの中に逞しさ、頼もしさを感じることがあります。
· また哲学的な問答だけでなく、時事問題やニュースのことも積極的に話題に出すことにしています。

１−１９　“アウェイ”を経験させてあげること
· 可愛い子には旅をさせろの格言通り、生きるための強さを獲得して欲しいと真剣に願うならば、「異なる環境を体験させる」ことが一番の道かもしれません。
· 環境の変化に強い子はどうやら自己肯定感も強いのではないかと感じています。真の強さを獲得できると、知らない国、知らない町、知らない集団、知らない相手にも不要に臆することはなくなります。そして、この世界には非常に多様な価値観や暮らしの場があることを認められるようになります。
· 当塾では「学習支援」の一環で、夏や冬の休暇時期に“青春１８きっぷ”を活用した“貧乏修学旅行”を重ねています。知らない土地で多くの人々や文化と出会い、その場で自分自身を表現する。旅行代理店が取り仕切る学校の修学旅行より何倍もの出会い、学び、感動が得られるものと確信しています。

１−２０　主体性を引き出すために体験と表現活動による感動を提供してあげること
· 大人側からの提案は、時として押し付けになることがあります。
· 押し付けやお節介という“新薬”が効く場合はいいのですが、一時期薬で抑えても自然治癒力が弱ければ早晩また病気はぶり返します。結局病気を治す、病気にならないためには自然治癒力を増強する以外にないのです。
· 子どもたちの心の自然治癒力・回復力の源は「自己肯定感」ですが、それをより高めたり、その力の発動のきっかけとなり得るのが、「体験、出会い、自己表現、感動」ではないかと考えています。
· 私たちの塾では、先の20でふれた“アウェイへの旅”とともに、「魅力的な“背中”を持つ大人達に出会える場」を可能な限り提供したいと考えています。
· 非行から立ち直り現在は福祉や社会的事業で社会貢献している人、人の心の中を感じる力を持ち人に優しくできる方、常に自分自身はどう生きるべきかを問い続けながら自己表現活動に邁進する人、こうした“真剣な生き様の大人たち”との出会いが、子どもたちを確実に成長させていると手応えを感じています。
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